


効果的効果的なな節電節電でで
夏夏のの電力需要電力需要をを
乗乗りり越越える！える！

２平成23年７月

発
電
能
力
を
「
越
え
な

い

」

た

め

の

節

電

を

こ
れ
ま
で
の
節
電
は
「
不
必
要

な
電
灯
は
消
そ
う
、
テ
レ
ビ
の
つ

け
っ
ぱ
な
し
は
止
め
よ
う
」
な

ど
、
自
分
自
身
の
思
い
で
行
動
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
節
電
は
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
節
電
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
消
費
電
力
量
や
節

電
が
必
要
な
時
間
帯
は
す
で
に
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
に
よ
る
と
、
こ
の
夏

の
最
大
電
力
需
要
を
約
５
，
５
０

０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
供
給
力
の
限
界
を
４
，

６
５
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
約
８
５
０
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
が
不
足
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

あ
る
研
究
所
の
試
算
で
は
、
産

業
界
の
節
電
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

節
電
効
果
は
、
約
４
９
０
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
で
す
の
で
、
残
り
の
３
６

０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
は
一
般
家
庭
で

節
電
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
公

表
し
て
い
ま
す
。

節
電
が
必
要
な
時
間
帯
は

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時

最
も
電
力
を
使
う
の
は
、
午
前

11
時
か
ら
午
後
５
時
の
時
間
帯
で

あ
り
こ
の
時
間
帯
で
効
果
的
な
節

電
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ

れ
以
外
の
時
間
帯
に
お
け
る

節
電
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す

る
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
今
、
最

も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
節
電
行
為

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
真
夏
の
季
節

は
、
特
に
冷
房
の
使
用
が
増
え
る

「
午
後
２
時
か
ら
３
時
前
後
」
に

家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
電
力
使
用

量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
の
で
、

こ
の
時
間
帯
に
お
い
て
の
工
夫
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
電
力
会
社
の
発
電
す
る
能
力

が
落
ち
て
い
ま
す
。
も
し
も
、
発
電
能
力
を
上
回
っ
て
電
気
を
使
用
す

る
と
、
そ
の
瞬
間
に
大
規
模
な
停
電
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
需
要
が
発
電
能
力
に
近
づ
く
と
予
想
さ
れ
る
と
「
計
画
停

電
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
停
電
が
起
き
れ

ば
、
企
業
活
動
や
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
停
電
を
防
ぐ
た
め
に
節
電
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

節 電
OFF宣 言

赤尾保育園「せせらぎ」



３ 広報こうしゅう

エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
証

明
器
具
の
利
用
を
控
え
る

財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
資
料
（
平
成
16
年
度
）
に

よ
る
と
、
家
庭
に
お
け
る
消
費
電

力
量
に
占
め
る
割
合
に
は
、
エ
ア

コ
ン
が
29
・
２
％
、
冷
蔵
庫
が

16
％
、
照
明
器
具
が
16
・
１
％

で
、
全
体
の
61
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
は
、
設
定
温
度
を
２

度
上
げ
る
だ
け
で
消
費
電
力
を

10
％
程
度
減
ら
せ
ま
す
し
、
エ
ア

コ
ン
の
使
用
を
や
め
て
扇
風
機
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
、
50
％
の
使

用
電
力
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。冷

蔵
庫
は
開
け
閉
め
を
少
な
く

す
る
、
設
定
温
度
を
変
更
す
る
、

冷
蔵
庫
専
用
の
カ
ー
テ
ン
を
付
け

る
な
ど
で
消
費
電
力
量
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
電
気
ポ
ッ
ト
や
温
水
洗

浄
便
座
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
消
費
電
力
が
高

い
器
具
の
利
用
も
出
来
る
だ
け
避

け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
日
本
古
来
の
「
す

だ
れ
」
や
「
よ
し
ず
」
、
ゴ
ー
ヤ

な
ど
、
野
菜
に
よ
る
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
活
用
も
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
打
ち
水
や
風
鈴
、
浴
衣
や
甚

平
で
心
に
涼
し
い
風
を
送
る
こ
と

も
お
す
す
め
で
す
。

市
職
員
の
節
電
宣
言
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
23
を
設
定

市
役
所
で
は
、
市
庁
舎
の
今
夏

の
電
力
使
用
量
の
削
減
目
標
を
前

年
度
比
23
％
と
す
る
「
節
電
ア
ク

シ
ョ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
23
」
と
し

て
、
全
庁
一
丸
で
節
電
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
７
月
か
ら
９
月
の
市
庁
舎

の
電
力
使
用
量
の
ピ
ー
ク
は
、
１

時
間
当
た
り
１
７
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
削
減
可
能

な
電
力
量
の
範
囲
を
検
討
し
た
結

果
、
昨
夏
の
23
％
な
ら
実
現
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
今
夏
の
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使

用
量
を
、
昨
夏
よ
り
23
％
（
40
キ

ロ
ワ
ッ
ト
）
減
の
１
３
３
キ
ロ
ワ

ッ
ト
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

ま
し
た
。
目
標
達
成
に
向
け
て
、

職
員
は
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
出
勤
な
ど
の

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
火
曜
と
木
曜
は

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と
し
て
、
残

業
を
行
う
場
合
は
電
力
需
要
の
ピ

ー
ク
時
間
を
避
け
、
早
朝
勤
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
内
の
照
明
を
こ
ま

め
に
消
し
、
エ
ア
コ
ン
設
定
温
度

は
28
度
を
厳
守
、
電
気
ポ
ッ
ト
の

不
使
用
な
ど
、
様
々
な
節
電
対
策

を
行
い
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
23
」
の
目

標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
と
同

時
に
、
来
庁
者
へ
節
電
へ
の
ご
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

我が家の節電対策
節電アクション
チャレンジ家庭を大募集！

市では、甲州市節電大使として、節電アクショ
ンにチャレンジしていただくご家庭と節電対策を
募集しています。

募集期間は７月１日（金）から７月２９日（金）ま

で。皆様のご応募をお待ちしています。

節電大使に応募された皆さんには「節電グッズ」を

プレゼントします。

詳細は、７月広報と一緒にお配りした「家庭ででき

る節電マニュアル・１４ページをご覧ください。

◆応募・お問い合わせ先

環境政策課　３３‐４４０４

広報と一緒に、家庭でできる節電対策をまとめたパ

ンフレットを配布いたしました。パンフレットでは、

エアコンや冷蔵庫など、主な家電を取り上げ、７つの

対策を紹介しています。この対策に取り組んで、昨夏

の最大電力使用量比１５％の削減を実現しましょう

甲州市は地球温暖化防止のため
節電ライトダウン2011に参加します！

市では、七夕の日（７月７日）の午後８時から１０

時までの２時間、全国のライトアップ施設や各家庭の

あかりを一斉に消灯していただく「七夕ライトダウ

ン」を広く呼び掛けています。市民の皆様のご理解と

ご協力をお願いします。

ぶどうの棚で緑のカーテン
たんぽぽ保育園



家庭でできる節電
つのポイント！

①こまめにスイッチオフ！
スイッチで電気使用は必要最小限に！

②待機電力を削減！
使用してない場合にも電力が消費される待機電

力を削減！

③エアコンで削減！
設定温度・風向きを調節して節電！

④冷蔵庫で節電！
扉の開閉時間を短く、詰め込む量も考えて節電！

⑤照明で削減！
明るさや点灯時間を調節して節電！

⑥テレビで節電！
主電源ＯＦＦ・明るさを調節して節電！

⑦他にも、こんなところで節電！
生活スタイルを見直して節電！

７

４平成23年７月

現
在
、
県
内
12
店
舗
で
地
域
密

着
型
の
営
業
を
行
っ
て
い
る
「
い

ち
や
ま
マ
ー
ト
」
で
は
、
夏
の
節

電
目
標
を
「
最
大
使
用
電
力
15
％

削
減
」
と
し
て
、
様
々
な
節
電
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ち
や
ま
マ
ー
ト
塩
山
店
で
も

37
項
目
の
節
電
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
な
ど
、
社
員
一
丸
で
節
電

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

冷
蔵
や
冷
凍
の
効
率
を
高
め
る

た
め
在
庫
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
休
憩
室
や
更
衣
室
な
ど

の
空
調
を
停
止
、
ま
た
、
使
用
し

て
い
な
い
エ
リ
ア
の
照
明
を
消
す

な
ど
、
レ
ベ
ル
１
か
ら
３
段
階
に

分
け
て
、
担
当
責
任
者
を
設
け
て

目
標
達
成
に
む
け
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
使
用
電
力
が
瞬
時
に

上
が
っ
た
場
合
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

る
「
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
」
を
職

員
の
通
路
口
に
常
置
さ
せ
、
常
に

節
電
へ
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

店
長
の
森
内
さ
ん
は
「
食
を
通

じ
て
、
お
客
様
に
安
心
と
幸
せ
を

ご
提
供
す
る
た
め
に
も
、
企
業
と

し
て
の
役
割
、
使
命
を
持
っ
て
節

電
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

企業としての役割
使命を持ち、節電
に取り組んでいる

いちやまマート塩山店

店長　森内章貴さん

ズームアップ

エアコンの代わりに扇風機を設置して
店内の空調を調整しています。

節
電
チ
ラ
シ
を
店
内
に
張
り
、

お
客
様
に
説
明
す
る
森
内
店
長

家庭でできる
節電アクション

家庭の中で特に電気消費量が多いのは、エアコン、冷蔵庫、照

明、テレビの4つです。これらをはじめとする家電製品を上手に使

うことで、効果的に節電することができます。また、日中のピー

ク時を避けて家電製品を利用することも、電力供給の安定を保つ

ために重要な方法です。



①エアコンで！
設定温度・風向きを調節して節電！

②クールビズスタイルで快適に！
状況に合わせて服装に工夫を！

③断熱性を向上！
熱の出入りを効果的に防いで節電！

④照明で節電！
明るさや点灯時間を調整して節電！

⑤就業の見直し！
ノー残業を実施して早朝勤務で節電！

⑥省エネ機器で節電！
日々進化する省エネ機器で節電！

⑦省エネ行動で節電！
電気使用は必要最小限に！

７ オフィスでできる節電
つのポイント！

５ 広報こうしゅう

オフィスでできる
節電アクション

グラフはオフィス専有部門の消費先割合を示したものです。空

調２８％、照明４０％、コンセント３２％の構成となります。そ

の他のオフィス共有部のエネルギーはトイレ・エレベータ・会議

室・休憩室・応接室等で消費されるエネルギーとなります。 

塩
山
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
の

環
境
美
化
委
員
会
を
中
心
に
、
３

年
前
か
ら
節
電
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

生
徒
や
教
師
ら
全
校
で
「
省
エ

ネ
」
を
テ
ー
マ
に
、
前
年
の
電
気

使
用
量
よ
り
減
ら
す
た
め
、
休
み

時
間
の
教
室
や
廊
下
な
ど
、
使
用

し
て
い
な
い
電
気
を
こ
ま
め
に
消

す
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
が
毎
朝
教
室
の
照

度
を
測
り
１
０
０
０
ル
ク
ス
以
上

で
は
、
原
則
教
室
の
窓
側
の
蛍
光

灯
を
消
す
な
ど
活
動
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。

そ
の
成
果
は
、
電
気
使
用
量
が

毎
年
削
減
す
る
大
き
な
数
字
と
し

て
表
れ
、
国
連
大
学
と
国
際
芸
術

技
術
協
力
機
構
主
催
の
環
境
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
に
２

年
連
続
で
認
証
さ
れ
る
な
ど
、
今

や
世
界
中
か
ら
同
校
の
省
エ
ネ
活

動
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
全
校
で
取
り
組
む
活
動
は
塩

山
中
の
新
た
な
伝
統
文
化
で
す
」

と
話
す
平
井
隆
校
長
先
生
。

生
徒
会
長
の
佐
田
凜
太
郎
さ
ん

は
「
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切

な
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
も
塩
山
中

学
校
の
団
結
力
で
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
継
続
す
る
取
り
組
み
の
意

気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

生徒や先生・・・
みんなの団結力で
電気使用量を削減

塩山中学校

生徒会長 佐田凜太郎さん

ズームアップ

「節電にご協力を！」と蛍光灯を使用
しないときには電源オフ。

平
井
校
長
に
省
エ
ネ
活
動
を
説

明
す
る
佐
田
会
長
（
写
真
右
）



市長の市政報告
（要約・抜粋）

6月議会
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効
率
的
で
質
の
高
い
第

２
次
行
政
改
革
を
推
進

市
で
は
、
第
１
次
甲
州
市
行
政

改
革
期
間
の
終
了
に
伴
い
、
昨
年

度
に
行
政
改
革
推
進
委
員
の
皆
さ

ん
の
活
発
な
ご
議
論
を
い
た
だ
く

中
で
、
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

改
革
の
期
間
は
、
今
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
の
４
年
間
と

し
、
基
本
理
念
を
「
協
働
・
成

果
・
効
率
・
安
心
」
を
重
視
し
た

市
民
の
視
点
に
よ
る
夢
と
希
望
の

も
て
る
、
甲
州
市
政
の
推
進
と
い

た
し
ま
し
た
。

効
率
的
で
、
質
の
高
い
行
政
改

革
や
「
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た

行
財
政
の
運
営
、
ま
た
、
市
民
参

加
や
市
民
と
の
協
働
、
連
携
な
ど

を
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

市
民
に
興
味
の
あ
る
テ

ー
マ
で
懇
談
会
を
実
施

平
成
20
年
度
か
ら
毎
年
実
施
を

し
て
お
り
ま
す
「
こ
う
し
ゅ
う
市

民
懇
談
会
」
で
は
、
私
や
副
市

長
、
教
育
長
並
び
に
関
係
課
長
が

各
地
区
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
直
接
お
聞
き
す
る
中
で
頂

戴
し
た
、
ご
意
見
を
市
政
運
営
に

反
映
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

今
年
度
は
、
懇
談
会
の
形
式
を

見
直
す
中
で
テ
ー
マ
を
定
め
て
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
防
災
計
画
を
見
直
し

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
甲
州
市
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
に
着
手
す
る
と
共

に
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て
も
、
救

出
救
護
、
患
者
搬
送
な
ど
現
場
対

応
に
即
し
た
、
よ
り
実
践
的
な
訓

練
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
「
い
ち
早
く
正
確
な
災
害
情

報
」
を
地
域
住
民
な
ど
に
伝
達
す

る
重
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
防

災
行
政
無
線
の
個
別
受
信
機
を
市

内
小
中
学
校
等
に
設
置
し
て
参
り

ま
す
。

地
球
環
境
の
重
要
性
へ

環
境
基
本
計
画
を
策
定

昨
年
度
、
環
境
基
本
計
画
策
定

に
向
け
た
環
境
基
礎
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因

す
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
等
に

よ
り
、
地
球
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
に
対
す
る
重
要
性
は
増
大
し

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
も

勘
案
す
る
中
で
、
本
年
度
は
基
礎

調
査
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
の

貴
重
な
ご
意
見
を
取
り
入
れ
、
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
て
参
り
ま

す
。

協
働
・
成
果
・
効
率
・
安
心

市
民
視
点
の
市
政
推
進

平
成
23
年
甲
州
市
議
会
６
月
定
例
会

は
、
６
月
６
日
か
ら
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
田
辺
市
長
の
市
政

の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
、
主
要
事
業
の
進

捗
状
況
の
ほ
か
、
補
正
予
算
や
新
規
事
業

な
ど
の
内
容
説
明
を
し
ま
し
た
。
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４
市
で
慎
重
に
協
議

ご
み
処
理
施
設
建
設

境
川
に
計
画
し
て
い
た
最
終
処

分
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
と
し
て
整
備

し
、
整
備
費
及
び
維
持
管
理
費
を

市
町
村
負
担
と
す
る
方
針
が
、
山

梨
県
よ
り
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

現
在
、
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み

処
理
施
設
事
務
組
合
に
お
い
て
、

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け
て
事

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
４
市
で
協
議
を
し
な
が
ら
、
方

向
性
を
定
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

き
め
細
や
か
な
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

安
心
し
て
働
け
る
環
境
と
子
育

て
を
支
援
す
る
た
め
、
甲
州
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
新
た
な
会
員
を
確
保
す
る

と
と
も
に
セ
ン
タ
ー
機
能
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
昨
年
の
10
月
か
ら

選
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

致
し
ま
し
た
。

少
子
化
が
進
む
中
、
今
後
も
地

域
の
事
情
に
応
じ
た
、
き
め
細
や

か
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
促
進
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
対
象
者

を
７
４
歳
ま
で
拡
大

こ
れ
ま
で
35
歳
か
ら
69
歳
ま
で

で
あ
っ
た
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
者

の
年
齢
を
、
本
年
度
か
ら
74
歳
ま

で
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
事
業
は
、
１
年
お
き
に
毎

年
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
毎

年
実
施
で
き
る
こ
と
と
致
し
、
健

康
長
寿
の
推
進
に
向
け
て
、
ぜ
ひ

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
受
診
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
２
６
年
度
ま
で
に

介
護
保
険
計
画
の
再
編

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
期
間
で
、
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

介
護
の
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

の
予
防
事
業
等
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
年
々
増
加
し
て
い
く
介

護
給
付
費
に
対
応
す
る
た
め
、
保

険
料
を
見
直
す
な
ど
適
切
な
事
業

計
画
を
定
め
て
参
り
ま
す
。

産
業
振
興
の
充
実
は
地

域
活
性
へ
と
つ
な
が
る

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
神
金
地
区
耕
作
放
棄
地
解
消
モ

デ
ル
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
各

種
支
援
事
業
を
活
用
し
事
業
の
拡

大
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、

甲
州
市
就
農
定
着
支
援
制
度
、
い

わ
ゆ
る
ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー
制
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
認
定
し
た
ア
グ

リ
マ
ス
タ
ー
の
も
と
で
研
修
期
間

を
最
大
３
年
と
す
る
新
規
就
農
者

の
研
修
が
間
も
な
く
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。
　

ま
た
、
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ

イ
ン
認
証
制
度
に
基
づ
き
、
甲
州

市
初
の
認
証
ワ
イ
ン
が
誕
生
す
る

運
び
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
活
性
化
な
ど
、
更
な
る
産

業
振
興
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。将

来
を
見
据
え
た
経
営

改
善
「
ぶ
ど
う
の
丘
」

今
後
、
ぶ
ど
う
の
丘
は
、
定
期

的
な
改
修
・
修
繕
等
の
維
持
管

理
、
再
整
備
等
に
多
額
の
経
費
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
の
で
、
経
営
分
析
も
含
め
て
将

来
を
見
据
え
た
検
討
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
専
門
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
支
援
を
受
け

て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
等
の
官
民
連
携
手

法
の
適
用
性
な
ど
、
将
来
の
望
ま

し
い
管
理
運
営
形
態
の
あ
り
方
に

つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

３月議会　市長の施政方針

今後も力強い支援策を実施
３月１１日に東北地方を中心に発生いたしまし

た東日本大震災は、東北・関東地方を中心に甚大

な被害をもたらし、多くの尊い人命が奪われ犠牲

者は、行方不明者を含め２万３千人を超えており

ます。ここに犠牲になられた多くの方々のご冥福

を謹んでお祈り申し上げる次第であります。 

震災から３ヶ月近くが経過しましたが、今なお

多くの方々が避難所で不自由な生活を送られるな

ど、深刻な状況が続いております。被災者の皆様

の一日も早い生活再建、事業復興に向けた施策の

推進が急がれているところであります。 

市では、震災発生直後ただちに災害支援対策本

部を設置し、被災者の受け入れ義援金及び生活物

資の受付や搬送のほか、避難されてきた方々の受

け入れ態勢等、様々な支援を行ってきたところで

あります。 

現在、被災地を直接支援する活動として、岩手

県大船渡市に職員を派遣しているところでありま

す。５月１１日から約２ヶ月間の予定で３名体制

で１０班を編成し、震災によるり災証明書の発行

や被災家屋の調査等の支援活動、自衛隊と共に簡

易浴槽の設置・運営等をいたしております。

今後も、引き続き甲州市の特色を活かした支援

策を実施するなど、避難者を力強く支援して参る

所存であります。  （６月６日　市政の概要から）

ズームアップ
所
信
表
明
の
冒
頭
で
今

震
災
で
の
支
援
体
制
を

報
告
す
る
田
辺
市
長



８平成23年７月

国民健康保険は、病気やケガの時などに、お互いを助け合

うための制度であり、みなさんからの国民健康保険税で支え

られています。

国民健康保険税は、医療費の総額によって変動します。近

年の高齢化による医療費の増加、生活習慣病などの増加、医

学医療技術の高度化により医療費は増加しています。

医療費が増加すれば国民健康保険税の負担も増えることに

なりますが、予防医療を推進し医療費の削減の努力を図って

おりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。　

国民健康保険税

医療分

支援分

国民健康保険税

医療分

国民健康
保険税

介護分

支援分
医
療
分

支
援
分

介護
保険料
年金から
徴　　収

介護
保険料

４０歳未満
医療分＋支援分

40歳～64歳
医療分＋支援分＋介護分

65歳～74歳
医療分＋支援分

国民健康保険税は、「医療保険分」「介護保険分（４０～６４歳の方）」

「後期高齢者支援分」を負担していただくものです。

今年度は国民健康保険法施行令の改正に伴い、医療保険分の限度額が50

万円→51万円、介護保険分の限度額が１０万円→１２万円、後期高齢者支

援分の限度額が１３万円→１４万円に引き上げとなりました。

国民健康保険
税の算定

みんなで助け合う
平成23年度

国民健康保険税
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
伴
う
国
保
税
の
軽
減

に
つ
い
て

世
帯
の
中
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
す
る
方
が
い
る
場
合

に
次
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

①
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
つ

い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
移
行
に
よ
り
世
帯
の
国
保
加
入

者
が
減
少
し
て
も
、
最
大
５
年
間

今
ま
で
と
同
様
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移

行
に
よ
り
単
身
世
帯
と
な
る
方
に

つ
い
て
最
大
５
年
間
、
平
等
割
額

が
半
額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
等
の
加
入
者

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加

入
に
伴
い
、
新
た
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
被

扶
養
者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
方
に
つ
い
て
は
申
請
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
当
分
の
間
、
所

得
割
と
資
産
割
が
免
除
さ
れ
均
等

割
額
と
平
等
割
額
が
半
額
に
な
り

ま
す
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係

る
国
保
税
軽
減
制
度
に

つ
い
て

平
成
22
年
４
月
か
ら
の
制
度
に

よ
り
、
倒
産
や
解
雇
な
ど
で
離
職

さ
れ
た
方
（
非
自
発
的
失
業
者
）

の
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
申

請
に
よ
り
軽
減
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

次
の
条
件
全
て
に
当
て
は
ま
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

職
し
た
方

②
離
職
日
で
65
歳
未
満
の
方

③
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離

職
）
ま
た
は
、
特
定
理
由
離
職
者

（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

の
方

■
軽
減
対
象
期
間

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。
（
平
成

22
年
度
課
税
分
よ
り
適
用
）
軽
減

期
間
内
に
勤
務
先
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
な
ど
、
国
民
健
康
保
険

を
脱
退
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
点

で
終
了
し
ま
す
。

■
軽
減
制
度
の
内
容

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
お
よ

び
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
の
判

定
で
、
対
象
者
の
前
年
給
与
所
得

を
１
０
０
分
の
３
０
と
し
て
算
定

し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
申
請
書
　

・
印
鑑

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
　
　
　

・
資
格
喪
失
証
明
書
等
（
新
た
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方

の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
市
民
税
担
当


32
‐
２
１
１
１

税務課資産税担当からのお願い
固定資産税は基準日となる毎年１月１日に土

地・家屋・償却資産を所有する方に納税していた

だく税金です。

■家屋調査へのご協力を…

家屋を新増築された場合は、家屋資産評価のた

めの調査にご自宅へ伺います。調査の日程は事前

に確認してからお伺いしますのでご協力をお願い

します。また、未評価家屋についても現地調査を

実施いたしますので、ご理解、ご協力をお願いし

ます。

■家屋を取り壊したときはご連絡を…

新築や増築等で今まで建っていた家屋の全部ま

たは一部を取り壊した場合は、その年内中に税務

課へ届出をしてください。

◆お問い合わせ先

税務課　資産税担当

３２‐２１１１（内線１８１～１８３）

勝沼地域総合局 地域振興課 ４４‐１１１１

大和地域総合局 地域振興課 ４８‐２１１１

所得が一定以下の世帯については税負担を考慮し税額を減額する（税負

担を軽くする）制度があります。

※世帯主や国民健康保険加入者の方で前年の申告をされていない方がいる

世帯では軽減が受けられませんのでご注意ください。

国民健康保険
税の軽減制度
について
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塩山愛育園と赤尾保育園の園児が、田辺市長

に「甲州市のお父さん、いつもお仕事ご苦労様

です」と花の日や父の日に合わせてプレゼント

をしました。

大きな笑顔で挨拶した園児に田辺市長は「み

なさんから大きな元気をもらいました。これか

らも、お仕事を頑張ります。みなさんも元気に

遊び、たくさん勉強をして、楽しい保育園生活

を楽しんでください」と感謝の気持ちを伝えま

した。

塩山愛育園
赤尾保育園

甲州市のお父さんへ
笑顔でプレゼント！

緊張した表情で訓練を受ける新人団員

甲州市水道事業協力会（２０社）と甲州市

は、水道事業への理解と関心をもっていただく

ＰＲ事業として、６月１日にＪＲ塩山駅、勝沼

ぶどう郷駅、甲斐大和駅で水道週間の啓発活動

を行いました。

また、一人暮らしの高齢者宅を対象（市内１

７６件）に、給水装置の無料点検と水道に関す

る相談等の巡回サービスも同日に行い、「限り

ある資源を考え、節水に心がけましょう」と市

民一人ひとりに呼びかけました。

市水道事業協力会の皆さんが水道事業をＰＲ

水道事業をＰＲ

塩
山
愛
育
園
の
皆
さ
ん

（
６
月
１
日
）

甲州市消防団は５月１４日と２８日の両日、

全消防団員を対象に規律訓練を行いました。 

「団員同士の協力と連携が火災現場では大切に

なることから、日頃から規律ある行動を身につ

ける必要があります」と、何が起きるかわから

ない火災現場での心がけについて語る大島団

長。 新入団員、班長、部長らに分かれて行わ

れた訓練では、塩山消防署員の指導のもと、号

令や敬礼などを訓練し、一糸乱れぬ規律から地

域を守る使命感を再確認しました。 

市消防団「規律訓練」

赤
尾
保
育
園
の
皆
さ
ん

（
６
月
６
日
）
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甲州市商工会工業部会（望月進部会長）は、

６月１０日から１１日の２日間、 東日本大震災

で被害のあった福島県いわき市で支援ボランテ

ィア活動を行いました。

「テレビで見るより被害が大きかった」と支援

ボランティアに参加した佐野久さんは現地の第

一印象を話しました。

現地では、津波の影響で泥が溜まった河川清

掃を行いました。

地元担当者の指示により定められた範囲の作

業を行っていましたが、職人のプロが集結して

いる部会の皆さんは、短時間で予定よりも広範

囲で作業を行い、きれいな河川になりました。　

すると、地元担当者が大感激。近所の住民を呼

び集めて、きれいになった河川を眺めて「本当

にありがとうございました」と感謝をされまし

た。

その後、宿舎では避難されている家族とも交

流を深めました。「皆さんの心温まる支援は忘

れません」と話された皆さんの言葉に、「被災

地を勇気づけようとしたら、逆に勇気をもらっ

た」と現地支援を終えました。

帰宅のバスでは「私たち一人ひとりが災害に

対する考え方を見直す必要がある」と共通の認

識にたち、ふるさと甲州市を守っていこうと語

り合いました。

福島県いわき市で支援活動した
甲州市商工会工業部会の皆さん

ふるさとを守る災害策
を見直す必要がある

甲州市商工会工業部会

市内で醸造されたワインの品質審査を行う甲州

市ワイン審査会が６月１５日に開催されました。

審査会には、市内ワイナリー２９社から過去

最多の１２４点が出品され、醸造技術者ら１０

名の審査員が、色調、香り、味わいなどを総合

的に審査しました。 「今年のワインは産地の

特特徴が活かされた高品質のワインが醸造され

ています」と審査の結果１０６銘柄が合格しま

した。合格したワインは推奨シールが貼られ、

勝沼ぶどうの丘で７月から販売されます。

過去最多の出品数があったワイン審査会保坂教育長と塩山ビーバーズの皆さん

女子ソフトボール少年団の塩山ビーバーズは

６月１５日、三重県で７月３０日から開催され

る全国大会へ出場することを保坂教育長に報告

しました。

主将の広瀬奈々さんが「全力プレーで試合に

挑みます」と意気込みを語ると、保坂教育長は

「甲州市の名を全国に轟かせてください」と激

励のエールを送りました。山本監督は「経験豊

富な選手が揃っている」と話すように、現在選

手は全国大会に向けて練習に励んでいます。

塩山ビーバーズ全国へ

シリーズ協働を担う ③

106銘柄のワインを推奨



■
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
散
水
に
つ
い
て

農
繁
期
と
な
り
、
農
園
に
お
い
て
畑
か
ん

施
設
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
）
で
散
水
を

行
っ
て
い
る
栽
培
者
の
方
に
お
願
い
で

す
。
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
散
水
の
水
が

道
路
に
飛
び
出
て
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
」
、
「
車
な
ど
運
転
し
て
い
る
と

き
に
危
険
が
生
じ
る
」
と
い
っ
た
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
の
際
に
は
、
道
路
に
面
し
て
い
る
部

分
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
角
度
調
整
、
飛

散
防
止
対
策
（
ビ
ニ
ー
ル
等
を
張
る
）
な

ど
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
爆
音
機
の
使
用
に
つ
い
て

農
繁
期
に
入
り
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
、
や
む
を
得
ず
爆
音
機
を
使
用
す
る
場

合
は
、
周
辺
の
地
域
住
民
へ
の
騒
音
に
よ

る
迷
惑
を
十
分
に
考
慮
し
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
地
域
に
お
い
て
最
小
限
必
要
と
す
る
期

間
に
使
用
す
る
。

・
日
没
後
１
時
間
か
ら
日
の
出
前
１
時
間

ま
で
は
使
用
し
な
い
。

・
で
き
る
か
ぎ
り
、
爆
発
音
の
間
隔
を
あ

け
て
設
定
す
る
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
使
用
し
、

住
み
よ
い
地
域
に
で
き
る
よ
う
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
飛
散
を
抑
え
、
風

の
強
さ
、
向
き
、
周
辺
環
境
に
注
意
し
、

保
管
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
最
近
、
農
薬
が
河
川
等
に
流
入
す
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
使
い
残
り
の

農
薬
、
散
布
に
使
用
し
た
器
具
及
び
容
器

を
洗
浄
し
た
水
は
河
川
や
水
路
に
流
れ
込

ま
な
い
よ
う
、
配
慮
し
て
下
さ
い
。

■
こ
さ
切
り
を
し
ま
し
ょ
う

自
分
の
家
や
畑

か
ら
ぶ
ど
う
や
桃

の
枝
が
伸
び
、
隣

の
家
や
道
路
に
、

は
み
だ
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

こ
さ
切
り
と
は

道

路

に

は

み

出

し
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
枝
な
ど

を
切
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
公
共
用
地
や

隣
地
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
隣

近
所
で
話
し
合
い
、
こ
さ
切
り
を
行
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当


32
‐
５
０
９
２

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
・
爆
音
機
な
ど

農
家
の
皆
様
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

12平成23年７月

受け付けます！

農振農用地除外申出
農振農用地を宅地等に転用したいとい

う計画のある方は、農振農用地からの除
外認可を受ける必要があります。

受付期間

８月15日(月)～８月31日(水)
■提出先

産業振興課・農地担当

（市役所本庁舎２階１５番窓口）

午前９時～午後５時（土日・祝祭日を除く)

※受付期間を厳守してください。

※期間終了後の受付はいたしません。

■対象農地

他に代替する土地が無く、かつ具体的な計画（住

宅建築等）があるものについて、集団的農用地や農

業振興計画等への支障が無い必要最小限の農地で概

ね１０,０００㎡未満の申出を対象とします。

①農家用住宅は概ね１,０００㎡以内

②農家用以外の個人住宅は概ね５００㎡以内

※事前に転用計画に必要な土地の面積を確定して

ください。

■.申出書類等

・農用地区域除外申出書

次の場所に用意してあります。また、市ホーム

ページからもダウンロードができます。

◎産業振興課（市役所本庁舎２階１５番窓口)

◎勝沼地域総合局　地域振興課（勝沼庁舎）　

◎大和地域総合局　地域振興課（大和庁舎）

・申出地の土地登記簿謄本　　　　１通（法務局)

・申出地の公図　　　　　　　　　１通（法務局)

・申出地の位置図　(住宅地図等のコピー可）

１通

・転用事業の土地利用計画図、計画図面、事業

計画書等　　　　　　　　　　　一式

■注意事項

・すでに除外されている農地がある場合はそち

らの農地転用が優先となります。

・土地基盤整備・土地改良事業等に係る地区内の

農地については、事業が完了した翌年度から起

算して８年間は除外できません。

・その他詳細については申出書と一緒にお渡し

する注意事項をご覧ください。

・申出されたすべての農地が除外できるとは限り

まんのでご承知おきください。

・すでに除外されている農地の農振農用地への

編入も受付します。

◆お問い合わせ先　産業振興課　農地担当

３２‐２１１１（内線286）
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東
山
梨
行
政
事
務
組
合
で
は
、
次
に
よ

り
事
務
職
員
及
び
消
防
職
員
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

■
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

・
事
務
職
（
大
学
卒
）
　
１
名

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を

卒
業
し
た
方
及
び
卒
業
見
込
み
の
方
並
び

に
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

・
消
防
職
　
　
７
名
程
度

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学

校
以
上
（
高
校
・
短
大
・
大
学
）
を
卒
業

し
た
方
及
び
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方

※
採
用
後
、
甲
州
市
及
び
山
梨
市
に
居
住

し
て
い
る
方
又
は
居
住
で
き
る
方

■
試
験
日

・
第
１
次
試
験
　
９
月
18
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

■
申
込
受
付
期
間

７
月
19
日
（
火
）
～
８
月
９
日
（
火
）

※
受
付
期
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

■
そ
の
他

採
用
試
験
案
内
及
び
そ
の
他
の
資
格
要

件
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
山
梨

行
政
事
務
組
合
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

東
山
梨
行
政
事
務
組
合

総
務
課
庶
務
係

〒
４
０
４
‐
０
０
３
７
　

甲
州
市
塩
山
西
広
門
田
３
８
５


32
‐
５
０
２
１
　

フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
及
び
山

梨
中
央
農
業
共
済
組
合
か
ら
の
推
薦
に
よ

る
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
２
名

の
農
業
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
に
伴
い
一
部
の
地
区
で
担
当
農

業
委
員
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
選
任
農
業
委
員

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
推
薦

菊
島
正
輝
氏
（
下
萩
原
）

（
任
期
　
平
成
23
年
４
月
27
日
～
平
成
24

年
１
月
31
日
）

・
山
梨
中
央
農
業
共
済
組
合
推
薦
　
　
　

網
蔵
育
朗
氏
（
竹
森
）

（
任
期
　
平
成
23
年
６
月
１
日
～
平
成
24

年
１
月
31
日
）

■
退
任
農
業
委
員

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
推
薦
　

武
藤
忠
夫
氏
（
中
原
）

（
任
期
　
平
成
21
年
２
月
１
日
～
平
成
23

年
４
月
24
日
）

・
山
梨
中
央
農
業
共
済
組
合
推
薦
　
　
　

三
森
一
雄
氏
（
菱
山
）

（
任
期
　
平
成
21
年
２
月
１
日
～
平
成
23

年
５
月
31
日
）

■
変
更
と
な
っ
た
地
区
と
担
当
農
業
委
員

・
宿
澤
惣
一
氏

（
下
萩
原
　
北
組
、
山
田
組
）

・
菊
島
正
輝
氏

（
下
萩
原
　
下
組
、
深
堀
組
）

・
掛
本
照
生
氏
（
下
竹
森
）

・
坂
本
　
万
氏
（
上
竹
森
）

・
網
蔵
育
朗
氏
（
福
生
里
、
平
沢
）

・
内
田
　
孝
氏

（
菱
山
１
区
、
２
区
、
３
区
、
４
区
、
７
区)

・
三
橋
可
幸
氏

（
菱
山
４
区
、
５
区
、
６
区
、
８
区
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
農
地
担
当


32
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
８
６
）

松
下
　
正
子
（
中
　
央
）

平
川
　
聖
子
（
赤
　
尾
）

廣
瀬
　
良
美
（
大
　
藤
）

小
野
　
京
子
（
神
　
金
）

服
部
由
美
子
（
神
　
金
）

雨
宮
　
美
穂
（
松
　
里
）

井
上
喜
巳
子
（
勝
　
沼
）

菊
島
な
を
み
（
東
　
雲
）

丹
澤
　
公
子
（
東
　
雲
）

吉
ざ
わ
由
利
（
東
　
雲
）

古
屋
　
規
子
（
大
　
和
）

塩
野
　
晴
美
（
大
　
和
）

佐
藤
　
浩
子
（
大
　
和
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
健
康
づ
く
り
担
当


33
‐
７
８
１
３

甲
州
市
農
業
委
員
の
担
当
地
区
の

変
更
に
つ
い
て

７月は
社会を明るくする運動
強調月間です。
すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人

たちの更生について理解を深め、それぞれの立場にお

いて力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築こう

とする全国的な運動です。

今年の行動目標
①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう

③これらの点について、地域社会の理解が得られ
るよう協力しよう

この運動を広く地域の皆様に理解していただき、連

携を深めるために、甲州市社会を明るくする運動推進

委員会では、７月１日（金）に市内を広報車で巡回い

たします。

また、期間中には、さわや

か講演会等を開催いたします

ので、市民の皆様のご参加を

お待ちしています。

◆お問い合わせ先

福祉介護課　地域福祉担当

３２‐５０２７

平
成
23
年
度
甲
州
市
食
生
活
改
善

推
進
員
委
嘱
者
名
簿

※
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区

東
山
梨
行
政
事
務
組
合

平
成
23
年
度
職
員
採
用
試
験
案
内



「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

に
興
味
は
あ
る
け
ど
・
・
。
」
「
説
明
を

聞
い
た
り
、
登
録
を
す
る
の
に
、
市
役
所

の
窓
口
に
行
く
の
は
億
劫
・
・
。
」
「
子

ど
も
が
い
る
と
、
な
か
な
か
市
役
所
の
窓

口
で
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な

い
・
・
。
」

そ
ん
な
方
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
で
遊
ん

だ
り
、
話
を
し
な
が
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
登
録
が
で
き
ま

す
。
す
ぐ
に
利
用
し
な
い
方
も
、
説
明
だ

け
聞
き
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
サ
ロ
ン
名
・
日
時
・
場
所

・
塩
山
子
育
て
サ
ロ
ン

７
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

塩
山
西
公
民
館

・
お
母
さ
ん
と
チ
ビ
ッ
コ
の
会

７
月
13
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

松
里
公
民
館

・
お
母
さ
ん
と
チ
ビ
ッ
コ
の
会

７
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

大
藤
公
民
館

・
奥
野
田
子
育
て
サ
ロ
ン

７
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

奥
野
田
公
民
館

・
大
和
子
育
て
サ
ロ
ン

７
月
28
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

大
和
保
健
セ
ン
タ
ー

・
勝
沼
子
育
て
サ
ロ
ン

８
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

勝
沼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
神
金
地
区
子
育
て
サ
ロ
ン

８
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

神
金
公
民
館

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
1
32
‐
５
０
８
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
務
局


０
８
０
‐
１
９
８
０
‐
１
０
８
３

釈迦堂遺跡博物館だより

家族やお友達と
で遊びにきてください

どぐう　を作ろう
土偶は幸せの女神。粘土でかわいい土偶を作り

ましょう。

■開催日

①成形　　７月30日（土）31日（日）

８月 １日（月）のいずれか

②野焼き　８月 ７日（日）

※①と②の両方に参加できる方に限ります。

■時　間　　午前１０時～

■参加費　　無料

※事前にお申込みください。

オリジナルうちわ作り
自分だけのうちわを作りませんか。すてきなう

ちわで暑い夏をのり切りましょう。

■開催日　　７月23日（土）24日（日）

８月 ４日（木） ５日（金）

■時　間　　午前１０時～ ■材料費　　２００円

■定　員　各回２０名

※事前にお申し込みください

夏の企画展を開催します

縄文時代について、じっくり解いてみません

か。夏休みの自由研究にもおすすめです。

■開催期間

７月20日（水）～８月28日（日）

釈迦堂を楽しもう

市内在住の小学生は利用券の提示で、本人と同

伴の家族が入館無料になります。また釈迦堂ふぁ

んクラブ会員（年会費１，０００円）も募集して

おります。釈迦堂をお気に入りの場所として楽し

くご利用ください。

◆申し込み・お問い合わせ先

釈迦堂遺跡博物館　４７‐３３３３

午前９時～午後５時（入館は午後4時30分まで)

l※休館日　火曜・祝日の翌日（土日除く）

学
校
が
休
み
の
間
、
少
し
だ
け
子
ど
も

を
預
か
っ
て
ほ
し
い
・
・
。

普
段
は
預
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
け

ど
、
今
日
だ
け
急
に
用
事
が
で
き
て
し

ま
っ
て
・
・
。

そ
ん
な
時
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
協
力
会

員
と
の
顔
合
わ
せ
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
が
済

ん
で
い
れ
ば
、
急
な
依
頼
に
も
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
で
き
ま
す
。

14平成23年７月

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
「
出
張
説
明
・
登
録
会
」
の

お
知
ら
せ

夏休み前！！もしも
の時のために、ファ
ミリー・サポート・
センターに登録を！



■
日
　
時
　
７
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
内
　
容

工
作
遊
び
・
テ
ー
マ
「
魚
釣
り
を
し
よ

う
」
い
ろ
い
ろ
な
魚
を
作
っ
て
釣
り
ご
っ
こ

■
持
ち
物
　
上
履
き
　

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　


32
‐
５
０
８
１

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館


44
‐
３
７
２
３

■
日
　
時
　
７
月
８
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

親
子
体
操
・
テ
ー
マ
「
海
へ
行
こ
う
」

■
持
ち
物
　
上
履
き
　

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　


32
‐
５
０
８
１

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー


33
‐
７
９
０
０

■
日
　
時
　
７
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

工
作
遊
び
・
テ
ー
マ
「
水
あ
そ
び
の
お

も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
」

■
持
ち
物
　
上
履
き

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　


32
‐
５
０
８
１

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー


33
‐
７
８
０
０

15 広報こうしゅう

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」

掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

７
月
の
親
子
遊
び

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

７
月
の
親
子
遊
び

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

７
月
の
親
子
遊
び

甲州市男女共同参画推進委員会

やまなし男
ひと

と女
ひと

とのフォーラム
に出演

６月９日に県立文学館で行われた｢やまなし男(ひと)

と女(ひと)とのフォーラム｣に、甲州市男女共同参画推

進委員会（長田さと子委員長）が、男女が共にまち

づくりをする必要性について、寸劇と歌でアピール

しました。

日本は、価値観や社会慣行が「見えない壁」とな

り、男女が共に参画する環境がなかなか広まってい

ません。しかし、人口減少の時代に向けて、今こ

そ、その重要性を知り、自治体の経営戦略や経済成

長戦略として、取り組むべき時期にきています。み

なさんも身近のところから、見つめ直してみてくだ

さい。

黄緑色の封筒です

食育アンケート
甲州市・甲州市食育推進会

議では、６月に市民４８００

人に食育アンケートを発送し

ました。ご回答をお済でない

方は、期日が過ぎていますが

ご協力お願いします。

◆お問い合わせ先

健康増進課 健康づくり担当

３３‐７８１３



ii nnffoorrmmaatt iioonn
甲
州
市
文
化
協
会
で
は
、
第
５
回
甲
州

市
子
ど
も
写
生
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
「
緑
の
甲
州
市
を
描
こ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
風
景
を
描
い
て
夏

の
日
の
楽
し
く
有
意
義
な
思
い
出
に
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
・
中

学
生
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
作
品
の
展
示
会
は
、
７
月
25
日

（
月
）
か
ら
８
月
19
日
（
金
）
ま
で
、
甲

州
市
役
所
本
庁
舎
の
地
下
特
設
展
示
場
で

展
示
し
ま
す
。

■
日
　
時

７
月
23
日
（
土
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
～

大
会
　
午
前
９
時
～
正
午

■
集
合
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
、
西
公
民
館

■
持
ち
物

写
生
道
具
（
ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
・

水
彩
用
具
・
画
板
）
、
日
よ
け
の
帽
子
、

水
筒
、
座
る
た
め
の
シ
ー
ト
　

※
画
用
紙
は
文
化
協
会
で
用
意
し
ま
す
。

■
対
　
象

甲
州
市
在
住
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
皆
さ
ん

■
そ
の
他

・
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
当
日
は
現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

・
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
子
ど
も
写
生
大
会

事
務
局
　
甲
州
市
文
化
協
会
美
術
部

廣
瀬
　

33
‐
４
３
２
９

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強
調

月
間
」
・
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強

調
月
間
」
に
あ
わ
せ
、
青
少
年
健
全
育
成

へ
の
意
識
の
高
揚
と
、
犯
罪
・
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
地
域
で
子
ど
も

を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
多
数
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時

７
月
８
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場
　
所

勝
沼
市
民
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

■
講
　
師

嶋
﨑
政
男
氏

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校
長

日
本
学
校
教
育
相
談
学
会
事
務
局
長

■
演
　
題

健
や
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
子
育
て
の

秘
訣

■
主
　
催

青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議
　
　

甲
州
保
護
区
保
護
司
会

■
後
　
援

甲
州
市
教
育
委
員
会

塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　

32
‐
５
０
９
７

16平成23年７月

雷・花火に要注意 !
犬の多くは雷

や花火が大の苦

手で、音に驚い

て脱走すること

も珍しくありま

せん。

これからの季

節は、雷注意報

や花火大会情報に注意し、首輪や

クサリなどが古くなっていない

か、鑑札・注射済票や名札が着い

ているか確認しましょう。

もし迷子になってしまったら、

市役所及び峡東保健所に早めに連

絡しましょう。

◆お問い合わせ先

環境政策課　３２‐２１１１

勝沼地域総合局

４４‐１１１１

大和地域総合局

４８‐２１１１

峡東保健福祉事務所

２０‐２７５１

明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
！

さ
わ
や
か
講
演
会

第
５
回
甲
州
市
子
ど
も
写
生
大
会

夏休みファミリー映画会
新ドラえもん　のび太と鉄人兵団

■日　時

７月24日（日）

午後２時～ 開場 午後１時３０分

■場　所

甲州市民文化会館ホール

■入場料

前売券　大　人　５００円

子ども　３００円

親子券　５００円

当日券　大　人　７００円

子ども　５００円

親子券　７００円

※子ども（３歳以上高校生まで）　　　　

※親子券（大人１人・子ども１人分、または子ども２人分）　

■入場券販売

甲州市民文化会館にて販売中。（午前９時～午後５時まで）

※月曜・祝日は休館になります。（月曜が祝日の場合はその翌日

が休館になります）

■主　催　甲州市民文化会館　　■後　援　塩山シネマ

■お問い合わせ先

甲州市民文化会館　３２‐１４１１



■
日
　
時

８
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
玄
関
前

■
対
　
象

甲
州
市
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　

※
な
る
べ
く
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容

簡
単
な
木
工
細
工
の
製
作
組
み
立
て

※
材
料
・
道
具
等
は
用
意
し
ま
す
。

■
作
　
品
　
『
多
目
的
収
納
箱
』

■
申
込
方
法

当
日
、
午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分
に
受

付
け
ま
す
の
で
、
市
民
文
化
会
館
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
１
０
０
組

■
主
　
催

塩
山
建
設
組
合
、
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館


32
‐
１
４
１
１

生
涯
学
習
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
市
が

行
っ
て
い
る
業
務
の
内
容
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
市
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
一
助
と
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

出
前
講
座
を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、

予
定
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
「
甲
州
市
出

前
講
座
利
用
申
込
書
」
を
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
担
当
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

書
・
メ
ニ
ュ
ー
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。
（
会
社
・
学
校
・
公
民
館
･
Ｐ

Ｔ
Ａ
サ
ー
ク
ル
･
そ
の
他
の
団
体
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当


32
‐
５
０
９
７
　

32
‐
５
１
７
２

今
回
の
企
画
展
は
、
奥
野
田
地
区
「
熊

野
、
西
広
門
田
、
西
野
原
、
牛
奥
」
に
あ

る
文
化
財
を
写
真
パ
ネ
ル
に
て
展
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
期
　
間
　
７
月
21
日
（
木
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
19
日
（
火
）

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館


32
‐
１
４
１
１

市
民
文
化
会
館
で
は
歴
史
民
俗
資
料
室

特
別
展
「
昆
虫
標
本
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
７
月
28
日
か
ら
の
特
別
展
は
、
寄
贈

い
た
だ
い
た
日
本
内
外
の
め
ず
ら
し
い
蝶

や
甲
虫
の
標
本
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

７
月
28
日
（
木
）
～
８
月
25
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館


32
‐
１
４
１
１

ii nnffoorrmmaatt iioonn
親
子
木
工
教
室
を
開
催

17 広報こうしゅう

平成２４年「甲州市成人式」

実行委員を募集！
式典は平成２４年１月８日（日）
自分たちの成人式は自分たちで！

来年成人を迎える皆様の

中から成人式の式典・アト

ラクションの運営などをし

てくださる成人式実行委員

を募集します。二十歳の記

念としてお友達と一緒にふ

るって生涯学習課までご応

募ください。なお、市外へ一時転出している方

で、甲州市で成人式を迎えたい方は、１１月上

旬までに生涯学習課にご連絡ください。

※該当者には、成人式の案内状を１２月中旬に

送付します。

■会　場　甲州市民文化会館　大ホール

■日　時　平成２４年１月８日（日）

正午より受付（開式は１時から）

■対象者　平成３年４月２日～平成４年４月１

日までの出生の方

◆お問い合わせ先

甲州市教育委員会　生涯学習課

社会教育担当　３２‐５０９７

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

「
甲
州
市
出
前
講
座
」
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か

歴
史
民
俗
資
料
室

第
75
回
企
画
展
「
甲
州
市
の
文
化

財

塩
山
地
域
３
」
開
催

歴
史
民
俗
資
料
室

特
別
展
「
昆
虫
標
本
展
」
開
催

７月１日（金）～
８月１日（月）

甲州市文化協会、大和地域美術部に

よる作品を中心に展示します。

※展示内容・期間については変更に

なる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

７
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

７
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー


32
‐
０
２
８
５


33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　


33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏


32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 


44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 


32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)


44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏


32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー


32
‐
０
２
８
５


33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

７
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
７
月

15
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー


33
‐
２
２
０
３


32
‐
０
２
８
５

も
の
忘
れ
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
ま
で
に
「
本
人
が

も
の
忘
れ
を
自
覚
し
て
い
な
い
の
で
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」
「
病
院
に
相
談
し
た
い
が
、
本
人
が

拒
否
し
て
い
る
の
で
行
け
ず
に
困
っ
て
い

る
」
等
の
内
容
が
専
門
医
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

７
月
15
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
７
月

13
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
７
月
か
ら
は
毎
月
第
３
金
曜
日
に

も
の
忘
れ
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）

32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時
　
７
月
８
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

第
１
会
議
室

■
内
　
容
　
介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
会

■
対
　
象

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
興

味
の
あ
る
方

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）

32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

療
育
手
帳
の
判
定
、
各
種
制
度
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
、
知
的
障
害
者
に
対
す
る

更
生
・
援
護
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
相
談
は
予
約
制
に
よ
り
対

応
・
実
施
し
ま
す
。

■
日
　
時

７
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
受
付
　
午
前
10
時
～
正
午
）

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
障
害
者
相
談
所

知
的
障
害
者
相
談
ス
タ
ッ
フ


０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
４

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

も
の
忘
れ
相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

献血にご協力を
輸血用血液には、有効期限があります。血液が使われない日

はありません。皆様のご協力をお願いします。

■日　時　７月27日（水）

午前９時３０分～１１時３０分

午後１２時３０分～３時３０分

■場　所　市役所本庁舎東側駐車場

■持ち物　運転免許証など本人確認のできるもの

献血手帳または献血カード（お持ちの方)

◆お問い合わせ先

健康増進課　健康企画・医療担当　３２‐５０１４
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■
募
集
期
間

７
月
20
日
（
水
）
～
８
月
５
日
（
金
）

■
対
　
象

県
内
に
居
住
す
る
障
害
者
（
在
宅
の
方)

■
作
品
内
容

手
芸
、
絵
画
、
書
道
、
文
芸
（
詩
、
作

文
、
俳
句
、
川
柳
等
）
、
工
芸
、
陶
芸
等

の
作
品

■
申
込
先

福
祉
介
護
課
　
障
害
福
祉
担
当


32
‐
５
０
６
７

※
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
、
特
別
支

援
学
校
の
方
は
、
病
院
、
施
設
、
学
校
へ

の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人

山
梨
県
障
害
者
福
祉
協
会


０
５
５
‐
２
５
２
‐
０
１
０
０


０
５
５
‐
２
５
１
‐
３
３
４
４

山
梨
県
立
盲
学
校
は
、
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
し
た
皆
様
に

本
校
を
ご
案
内
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学

校
見
学
及
び
入
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

■
場
所
及
び
時
間
帯

山
梨
県
立
盲
学
校

甲
府
市
下
飯
田
２
‐
１
０
‐
２

■
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
日

・
年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
毎

週
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

を
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
日
と
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

■
授
業
見
学
週
間

７
月
11
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）

※
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
、
専
攻
科
保

健
理
療
科
及
び
専
攻
科
理
療
科
の
授
業
を

公
開
し
ま
す
。

■
入
学
条
件
及
び
取
得
で
き
る
受
験
資
格

【
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
】

・
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
）
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の
方

・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
国
家
試
験

受
験
資
格

【
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び
高
等

部
専
攻
科
理
療
科
】

・
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
）
ま

た
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の
方

・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
国
家
試
験
受
験
資
格

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時)

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
　
教
務
係


０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

第
14
回
山
梨
県
障
害
者
文
化
展
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

19 広報こうしゅう

無料法律相談

■日　時　７月15日（金）

午後１時３０分～午後４時３０分

■場　所　本庁舎　２階　第２会議室

■対　象　市内在住者　

■定　員　６名（相談者１人につき３０分）

■その他

・この無料法律相談は完全予約制です。７月４

日から予約を受け付けます。

・なるべく多くの方に相談機会を設けたいので、

回数を制限させていただく場合があります。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当

３２‐５０６８（課直通）

３２‐２１１１（内線１０８・１０９）

無料消費生活相談
市では、専門家による多重債務など、消費生

活に関する無料相談を開設します。

■日　時　７月20日（水）

午前の部　午前９時～正午

午後の部　午後１時～４時

■場　所　市役所本庁舎 １階 市民相談室

■対　象　市内在住者　■定　員　１２名

■内　容

消費生活関連　架空請求、訪問販売、レンタ

ル・リース契約等に関する消費者保護手続、サ

ラ金、多重債務など

■その他

・相談者１人につき３０分。

・この無料消費生活相談は完全予約制です。

・７月４日から予約を受け付けます。相談する事

項をよく整理し、関係書類等をお持ちください。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当

３２‐５０６８（課直通）

３２‐２１１１（内線１０８・１０９）

多重債務相談窓口
関東財務局甲府財務事務所では、無料の多重

債務相談窓口を開設しております。相談員が電

話や来庁された人から相談を受け必要に応じて

法律専門家に引継ぎを行っております。

■相談時間

月曜日～金曜日（祝祭日を除く）

午前の部　午前８時３０分～正午　

午後の部　午後１時～４時３０分

◆お問い合わせ先

関東財務局　甲府財務事務所

多重債務相談窓口

０５５‐２５３‐２２６１

山
梨
県
立
盲
学
校

学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
の
案
内

作
品
は
山
交
百
貨
店
で
展
示
さ
れ
ま
す

■
展
示
期
間

８
月
31
日
（
水
）
～
９
月
５
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
会
　
場
　
山
交
百
貨
店
５
階
催
事
場
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現
在
、
甲
府
市
・
笛
吹
市
・
山
梨
市
・

甲
州
市
の
４
市
に
お
い
て
、
新
た
な
「
ご

み
処
理
施
設
（
ご
み
焼
却
施
設
・
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
）
」
の
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
。今

般
、
こ
の
都
市
計
画
決
定
に
関
す
る

案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
日
程
で

計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
、
縦
覧
期

間
内
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

７
月
14
日
（
木
）
～
28
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

■
縦
覧
場
所

甲
州
市
役
所
本
庁
舎
２
階
都
市
整
備
課

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
番
地
１

■
案
　
件

「
笛
吹
川
都
市
計
画
ご
み
処
理
場
」

都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て

■
意
見
書
の
提
出

縦
覧
期
間
内
に
、
意
見
の
要
旨
及
び
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
た
書
面

を
、
右
記
縦
覧
場
所
へ
持
参
、
ま
た
は
７

月
28
日
（
木
）
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
必

着
の
郵
送
で
お
願
い
し
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

笛
吹
市
役
所
　
建
設
部

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当


０
５
５
‐
２
６
１
‐
３
３
３
４

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設

事
務
組
合
　
建
設
課


０
５
５
‐
２
６
６
‐
７
７
４
４

業
務
関
連
の
法
律
を
理
解
す
る
た
め
の

講
義
と
実
習
を
行
い
警
備
会
社
へ
の
就
職

を
目
指
し
ま
す
。

■
日
　
時

８
月
30
日
（
火
）
～
９
月
９
日
（
金
）

※
期
間
内
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、
月
曜
日

を
除
く
８
日
間

■
場
　
所

笛
吹
市
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館)

■
対
象
者

①
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象

②
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す

■
受
講
料
　
無
料

■
締
切
日
　
８
月
19
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会


０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

鉄
と
木
と
石
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

場
所
は
大
菩
薩
山
麓
「
大
久
保
平
」
。
こ

こ
で
制
作
活
動
を
続
け
て
10
余
年
。

菖
蒲
沢
沿
い
に
あ
る
３
つ
の
ア
ト
リ
エ

を
中
心
に
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

自
然
豊
か
な
こ
こ
大
久
保
平
を
散
策
し

な
が
ら
、
作
品
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
空
間
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

７
月
30
日
（
土
）
～
８
月
７
日
（
日
）

※
８
月
３
日
（
水
）
は
休
館

■
場
　
所

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
＆
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
・
Ｊ
ｉ
ｚ
ａ
ｉ

塩
山
上
萩
原
４
８
２
６
周
辺

※
民
宿
『
高
原
荘
』
入
り
口
を
入
り
、
道
な

り
に
走
る
と
到
着
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
＆
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
・
Ｊ
ｉ
ｚ
ａ
ｉ

（
磯
田
）

32
‐
４
４
７
８


０
８
０
‐
３
０
１
８
‐
８
４
０
８

ii nnffoorrmmaatt iioonn
「
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施

設
」
都
市
計
画
案
の
縦
覧
に
つ
い

て

７月24日の結婚相談日は
ＮＰＯ法人と共同開催！
結婚活動はじめの一歩！おいしいケー

キとコーヒーを飲みながら、気軽に婚活

相談をしてみませんか。

■日時　７月24日（日）午後１時３０分～３時３０分

■場所　ＮＰＯ法人　コロボックル（上於曽１５８５）

※塩山駅北口から徒歩３分・http://korobo.org

◆お問い合わせ先

甲州市結婚相談所（市民生活課）担当　田村

３２‐５０６８ ※事前申し込みは必要ありません。

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
「
警
備
業
務
講
習
会
」

Ｊ
ｉ
ｚ
ａ
ｉ

大
菩
薩
の
風
～
鉄
と
木
と
石
の
作

品
展
～

石
井
さ
ん
、
磯
田
さ
ん
、
田
中
さ
ん
が
表

現
し
た
数
多
く
の
作
品
を
展
示
。

※
写
真
「
風
飛
行
機
」
磯
田
さ
ん
の
作
品



夏休みの少年非行防止
夏休みは、解放感から少年の非行事案が増加し

ます。　

○オートバイ、自転車などの乗物盗や万引き

○シンナー等の薬物乱用

○夜遊び、暴走行為、飲酒、喫煙等の不良行為
111

少年が非行にはしる前に

は、生活態度や行動に必ず

変化が現れます。家庭でこ

うした状況をいち早く発見

し、指導や助言をしてあげ

てください。

水の事故を防ぎましょう
水の事故から子供達を守るために・・・

☆水泳や水遊びなどを行う場合には、必ず保護者

などが付き添い、監視する。

☆体調が悪いときや、危険区域の指定（警告）が

されているところでは絶対に泳がせない。

☆湖沼などでボート遊びをする場合は、ボートか

らの飛び込みなど、危険な行為をさせない。

※河川敷内では、急な夕立や大雨による増水で被

害に遭うケースもあります。天候や周囲の状況に

充分注意してください。

平成23年度
山梨警察官採用試験

■受付期間

７月20日（水）～８月19日（金）

■第一次試験日

９月18日（日）

※受験資格など詳細に

ついては、日下部警察

署警務課（２２‐０

１１０）までお問い合

わせください。

21 広報こうしゅう

不動産無料相談

■日　時　７月21日（木）午後１時～３時

■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

３３‐２９０１

◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

０５５‐２４３‐４３００

ii nnffoorrmmaatt iioonn
温かな善意

ありがとうございました

◎ふるさと支援事業へ

・ゴールドマン・サックス証券株式会社（東京都）

◎社会福祉事業へ

・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

◎井尻小学校へ

・飯島富雄さん（富士吉田市）

○○『交通事故』多発！○○

県内において、交通死亡事故が多発していま

す。そのほとんどが、道路横断中の事故です。道

路を横断する時は、信号機や横断歩道を利用して

ください。

横断歩道・信号機のない所では、左右の見通し

の良い場所を選び、必ず右・左の安全を確かめま

しょう。車が見えた時は、通り過ぎるまで待ち、

もう一度、安全を確認して渡りましょう。ドライ

バーの皆さんも、歩行者保護を必ず忘れずに行な

い、思いやりのある運転をお願いします。

◆甲州市◆

警察官

募集！
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有料広告



23 広報こうしゅう

★お問合せ★

勝沼図書館　 ４４‐３７４６

塩山図書館　 ３２‐１５０５

大和図書館　 ４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

勝沼図書館
蔵書点検終了のお知らせ

休館中はご迷惑をおかけしましたが、ご協力

ありがとうございました。資料と蔵書データの

確認作業、書架スペースの調整、資料の移動を

行い、より迅速、確実なサービスを提供する体

制を整えました。

●５月３１日現在の蔵書数　９２,１６９冊

●清流の宝石カワセミ 廣瀬博写真集● 廣瀬 博

・カワセミの写真集（コスミック出版）

●西風（ゼフィロス）の息● 古屋早智子

・歌集（ながらみ書房）

●「甲州弁で語る山梨の昔話と伝説　第二集●　　　　　

藤巻　愛子

・甲州弁でつづられた山梨のさまざまな昔話

（甲州弁民話房）

寄贈本の紹介 ～その３～

寄贈していただいた市内在住の方の著書をご紹介します。各図書館にて貸出し所蔵がありますのでご

利用ください。※著者名５０音順掲載

勝沼図書館
楽しいおはなしがい～っぱい！
全国訪問おはなし隊がやってくる !

「子どもたちが本と仲良くなる最初のきっか

けは、絵本を読んでもらうこと。読み聞かせの

楽しい時間の中から、本の手触りやおもしろさ

など心にのこるものを感じてほしい」という願

いを乗せて、全国４７都道府県におはなしを届

ける「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」の

キャラバンカーが勝沼図書館にやってきます！

■日時　７月17日（日）

午後２時３０分～３時３０分

■場所　勝沼図書館児童コーナー・東側駐車場

■内容

「おはなし隊」と勝沼図書館ボランティア

「ティンカーベル」による絵本や紙芝居の読み

聞かせ。キャラバンカーの中の見学　など。

♪当日参加してくれた子どもたちには「おはな

し隊」からプレゼントがあります。(先着３０名)

どなたでも自由に参加できますので、遊びに

来てください。

塩山図書館
としょかんまつり

■日時　７月16日（土）午前１０時３０分～

午前１０時１５分から受付。

■場所　甲州市民文化会館　２階　大会議室

■内容　塩山高校演劇部の公演など

■申込み　

申込用紙に記入の上、７月９日（土）まで

に、塩山図書館に直接・電話もしくはＦＡＸ

（３２－３３９１）にてお申し込みください。

甘草屋敷子ども図書館
第19回企画展自分で出来る藍染め
～林由佳ワークショップ～

■日時　７月17日（日）

午後１時～４時（午後１時集合）

※雨天の場合は７月２１日（木）に変更。

■場所　甘草屋敷子ども図書館

■定員　３０名（定員になり次第締切ります）

■内容　お持ちいただいた白い布や白いTシャ

ツなど、白地のものに藍染めでオリジナルの模

様を作ってみませんか？

■対象　小学校３年生以上

■持ち物

白い布や白いTシャツなど白地で染めてみた

いもの

■注意

染料を使いますので汚れてもかまわない服装

でお越しください。なお、皮膚が弱い方はゴム

手袋をご持参ください。



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
23
年
７
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
　
政
策
秘
書
課
　
秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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兄弟仲良く元気に育ってね。
日々の成長が家族の楽しみで
す。

父・信夫さん、母・由美さん
（日　影）

保育園や家で仲良く遊ぶ3人。時
にはケンカもするけど、すぐに仲直
り�３人で手をつないで歩く姿は癒
されます。これからも、すくすくと
元気で成長してね☆
父・幸延さん、母・友美さん

（千　野）

チビで甘えん坊の鴻洋。正座
している姿が何とも愛しいよ。
たくましく育ってね。

父・一洋さん、母・尚実さん
（赤　尾）

１５日で１才になるね。最近
は本を見て良く笑ってくれるよ
うになりました。これからもす
くすく育っていってね。

父・勇さん、母・美穂子さん
（下塩後）

弟おもいの琴音、たくましい
虎太郎。いつまでも二人仲良く
元気に育ってね。

父・史郎さん、母・由美子さん
（上於曽）

福田
ふくだ

奈美
なみ

ちゃん（６歳)  将太
しょうた

くん（３歳)

龍希
りゅうき

くん（１歳)

花輪
はなわ

未來
みらい

ちゃん（１１ヶ月)

人生楽あれば苦もあるけど大
きな志を持って芯の強い男になっ
て下さい!!兄弟仲良くね�

父・信司さん、母・奈美さん
（上於曽）

小尾
おび

琴音
ことね

ちゃん（６歳)

虎太郎
こたろう

くん（2ヶ月)

晦日
みそか

鴻洋
こうよう

くん（１１ヶ月)
相澤
あいざわ

雅也
まさや

くん（３歳)

和志
かずし

くん（１歳)

山本
やまもと

遥斗
はると

くん（３歳)

力斗
りきと

くん（９ヶ月)




